Hercule, une allégorie au roi Louis XIV by 榎本 恵子
ヘラクレスに象徴されるルイ14世１












































































































































personnes,	&	qui	 est	 fondé	 sur	un	usage	 reçu,	&	 sur	 l’intelligence	des	 livres	de	
Medailles	»	 :	 l’allégorie	dans	 les	révoltes	religieuses	et	politiques	en	Europe,	au	XVIIe	
siècle	»,	/s	la	dir.	de	Tiphaine	Gaumy,	Images & révoltes dans le livre et l'estampe (XIVe-







ティス』Ballet des Noces de Pélée et de Thétisでは「大蛇のピュトン（混乱のもう
一つの象徴）を退治するアポロン（王の別称）22」が宮廷で演じられた。ルイがリュ










































































































37	 H.	de	Quiueran	de	Beaujeu,	Oraison funèbre de Louis XIV,	1715,	p.	48	 ;	E.	Mongin,	
Oraison funèbre de Louis le Grand,	1716,	p.	3、前掲書、p.	12	参照。
38	 この概念はアメリカの人類学者クリフォード・ギアツによって提唱された。C.	Geertz,	
Negara : the Theater State in Nineteenth-Century Bali,	Princeton,	NJ,	1980.	前携書、p.	12.




















































































































































































































46	 Nicolas	Milovanovic,	Les Grands décors peints de Louis XIV, esquisses & dessins,	Actes	
Sud,	Musée	national	des	châteaux	de	Versailles	et	de	Trianon,	2002,	p.	20-25	et	p.	42-43.	
47	 同上。ピーター・バーク、前掲書、p.	177.
48	 Nicolas	Milovanovic,	前掲書、p.	42-43.	
49	 前掲書、p.	20-25.
50	 ピーター・バーク、前携書、p.	29.
の下絵には称賛される国王とヘラクレスの功業が描かれている46。ところが、突然
主題の変更が告げられた。寓意的なものが排除されオランダ戦役の際の国王の偉業
をモチーフとした歴史的題材とすることとなったのだ47。1679年のことである。現
在グランド・ギャラリーの天井画の一枚には雷撃を持つルイ14世のもとに、「栄光」
と「勝利」とともにミネルヴァとヘラクレスが鎮座している48。ニコラ・ミァヴァ
ノヴィックはその決定はルイ14世自身の決定である可能性を否定していない49。
　そして1709年に小城館上部に据えられた大時計は、ルイ14世の像が天から降りて
くる「名声」によって月桂冠の冠を戴くからくり時計となっている50。文字盤には
青地に金色に輝く太陽が中央にある。そして太陽は軍神マルスとヘラクレスに支え
られている。ルイ14世が絶対君主制を確立した後、いかに自らを神話にしようと
も、ルイ14世のイメージは、その根底に、覇者としての半神ヘラクレスとすべてを
照らす日輪アポロンとの神話があることを物語っている。ルイ14世のイメージはか
つての栄光のローマ帝国に由来するものでなく、太陽神アポロンをはじめとするギ
リシア神話なのか。今後もルイ14世の所縁の文学・図像学からイメージの意味を更
に広く深く探ることで、17世紀が偉大な世紀であったことを紐解いていきたい。
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